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landscapes of beautiful 
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内子ねき歩き参加者募集中!

申し込みはホームページから！

ねき歩き専属ガイドがご案内するまち歩き。暮らす人がいる
分だけ、独自の文化や歴史があります。楽しく、ゆっくりと、内子
の魅力を紐解くねき歩き。皆様の参加をお待ちしています !

で検索！ねき歩き

 www.we-love-uchiko.jp/stroll/stroll4/

 www.we-love-uchiko.jp/

まち歩きアプリのご案内

ねき歩き全コース上で
ナビゲーションサービスを
ご利用いただけます。

Scan to get the info in 
your own language.

※詳しくは内子町公式観光サイト「内子さんぽ」をご覧ください。
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む
ら
並
み

内
子
ね
き
歩
き

コ
ー
ス

所要時間 90分

定員 1～15名

距離 1 . 5 km 石
畳 専

属
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー

町
の
中
心
部
か
ら
約　

㎞
、一
級
河
川
肱
川
支
流

の
小
田
川
に
注
ぎ
込
む
麓
川
の
源
流
域
で
あ
る

石
畳
の
東
集
落
。
栗
や
椎
茸
生
産
な
ど
農
林
業

を
主
体
と
す
る
人
口
約　

人
の
小
さ
な
集
落
を

ゆ
っ
く
り
と
旅
す
る
コ
ー
ス
で
す
。

地
域
を
思
う
地
域
の
人
と
共
に
歩
き
、
こ
こ
に

し
か
な
い
宝
に
出
会
う
ね
き
歩
き
で
す
。

参加費 お1人様 2,500円
（そば処石畳むらでの昼食代を含みます）

集合場所 そば処石畳むら
（内子町石畳4035番地）

集合場所まで
のアクセス

※集合場所の位置は中面マップに記載しております。

散策の際には歩きやすい服装と靴でどうぞ。
また、車などに充分注意し、各自で責任を持って行動してください。

＊前列より２列目、右から３番目の方が語り手の岡本さん。

① 内子・五十崎 I C から車で約25 分。
I C より国道 56 号線を右折し松山方面へ。
田中橋交差点から左折して県道243号線に
入り道なりに走る。
② JR  内子駅から車で約 25分
※ お車でお越しの際は、そば処石畳むらの駐車場を
　ご利用ください。

問い合わせ先
　内子町ビジターセンター（A･runze）

〒791-3301  愛媛県喜多郡内子町内子 2020 番地

☎0893-44-3790
FAX0893-44-3798

開館 9:00 ～16:30（4 ～ 9 月17:30）木曜休館

申込方法 内子町公式観光サイトの「おさんぽコース
（ガイド付き）」を確認の上、ホームページ
からお申し込みください。
www.we-love-uchiko.jp/stroll/stroll4/

太
鼓
橋
屋
根
の
葺
き
替
え
作
業
を
終
え
た
東
集
落
の
方
（々
２
０
１
７
年
撮
影
）。

　
　

年
ほ
ど
前
に
、
我
が
家
（
東
地
区
）
か
ら
山
々
の
風
景
の
写
真
を
撮
っ
た
こ
と
が
あ
る
の
で

す
が
、
今
は
変
わ
り
ま
し
た
ね
。
当
時
は
葉
た
ば
こ
生
産
が
盛
ん
な
時
代
で
、
見
渡
す
限
り
葉
た

ば
こ
の
マ
ル
チ
で
真
っ
白
で
し
た
よ
。
産
業
は
移
り
ゆ
く
も
の
で
、
林
業
・
木
炭
で
栄
え
た
時
代
か

ら
、
養
蚕
、
葉
た
ば
こ
へ
と
。
今
は
薬
草
や
栗
が
あ
る
け
ど
、
模
索
の
時
代
で
す
よ
ね
。

　

弓
削
神
社
は
、
隣
の
双
海
町
・
上
灘
に
あ
る
三
嶋
神
社
の
末
社
。
神
様
（
神
社
）
と
仏
様
（
お

堂
）
が
同
じ
境
内
に
あ
る
の
で
す
。「
奈
つ
か
し
き　
神
に　

佛
に　

弓
削
の
景
」
と
詠
わ
れ
た
句
が

あ
り
ま
す
。お
堂
の
前
が
広
場
だ
っ
た
頃
は
、こ
こ
で
盆
踊
り
を
し
て
い
ま
し
た
ね
。

　

東
集
落
独
自
で
や
っ
て
い
る
の
が
、
し
だ
れ
桜
ま
つ
り
と
弓
削
神
社
の
春
の
大
祭
（
神
楽
）
で

す
。
桜
ま
つ
り
は
桜
の
状
態
に
合
わ
せ
て
や
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
集
落
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
し
だ
れ

桜
は
、
平
成　

年
（
２
０
０
９
）に
大
が
か
り
な
治
療
を
し
ま
し
た
。
木
の
中
が
、
大
人
ふ
た
り
が

入
る
程
の
空
洞
に
な
っ
て
い
て
、ピ
ー
ト
モ
ス
と
い
う
苔
を
木
の
中
に
入
れ
る
作
業
を
し
ま
し
た
。

バ
ケ
ツ
リ
レ
ー
で
小
学
生
も
手
伝
い
、
皆
で
こ
の
桜
を
守
っ
て
い
ま
す
。

　

東
集
落
の
人
は
ね
、
目
上
の
人
に

声
を
か
け
る
の
に
「
に
い
さ
ん
」「
ね
え

さ
ん
」
と
言
い
ま
す
。
年
が
い
く
つ
で

あ
ろ
う
が
、
尊
敬
と
親
し
み
を
込
め
て

皆
が
そ
う
呼
び
合
う
な
ど
、
深
い
絆
が

あ
り
ま
す
。
平
成　

年
（
２
０
１
３
）に

８
年
ぶ
り
に
行
っ
た
弓
削
神
社
太
鼓

橋
の
屋
根
の
葺
き
替
え
で
も
、
皆
が
集

ま
っ
て
頑
張
り
ま
し
た
ね
。
大
変
だ
け

ど
続
け
る
こ
と
が
大
事
な
の
で
す
よ
。

　

昭
和　

年
（
１
９
８
７
）「
こ
の
ま
ま

で
は
集
落
が
消
え
て
し
ま
う
」「
石
畳
に

誇
り
に
思
え
る
地
域
を
つ
く
り
た
い
」と

結
成
し
た
「
石
畳
を
思
う
会
」
の
メ
ン
バ

ー
で
も
あ
る
岡
本
さ
ん
。
自
ら
の
地
域

は
自
ら
の
手
で…

、
そ
の
実
践
者
の

お
一
人
で
す
。

「
ね
き
歩
き
」
と
は
？

「
ね
き
」と
は
、内
子
の
方
言
で
「
近
く
」

「
近
場
」の
こ
と
。
近
く
の
小
エ
リ
ア
を

愉
し
む
新
た
な
ま
ち
歩
き
で
す
。

石
畳
を
思
う
人
々

い
し　

だ
た
み

語
り
手 

岡
本 

實
男
さ
ん（
農
家
） 

じ
つ
お

Ne
ki Ar
uki♪

ゆ　
　

げ

ふ
た
み

か
み 

な
だ

ほ
と
け

な
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で検索！ねき歩き

内
子
ね
き
歩
き
噺ば

な
し
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平
成　

年
（
２
０
０
９
）
に
営
業
を
開
始
し
た

「
そ
ば
処
石
畳
む
ら
」。
蕎
麦
ど
こ
ろ
山
形
県

で
修
業
を
積
み
起
業
化
。
地
元
で
栽
培
し
た

蕎
麦
を
石
臼
で
挽
き
、
打
ち
た
て
・
湯
が
き

た
て
の
蕎
麦
を
販
売
し
て
い
ま
す
。
客
席
か

ら
は
東
の
シ
ダ
レ
ザ
ク
ラ（
春
）や
そ
ば
の
花

（
秋
）
が
眺
め
ら
れ
ま
す
。

営
業
：
土
日
限
定　

時
よ
り　

食
限
定

蕎
麦
打
ち
体
験
可（
要
予
約
）

内
子
ね
き
歩
き

コ
ー
ス

石
畳
む
ら
並
み

　

①
そ
ば
処 

石
畳
む
ら　

 （
集
合
場
所
）

ス
タ
ー
ト
＆
ゴ
ー
ル

②
東
の
シ
ダ
レ
ザ
ク
ラ

④
か
わ
じ
の
湧
水

③
イ
モ
ツ
ボ（
日
浦
家
）

⑤
コ
エ
ダ
シ

⑥
渡
り
石

⑦
弓
削
神
社

⑧
久
保
殿

　
　

屋
敷
跡

ね
き
歩
き
コ
ー
ス
内
ス
ポ
ッ
ト

そ
の
他
の
ス
ポ
ッ
ト

県
指
定
天
然
記
念
物

②
東
の
シ
ダ
レ
ザ
ク
ラ

県
指
定
天
然
記
念
物

エ
ド
ヒ
ガ
ン

系
の
シ
ダ
レ
ザ
ク
ラ
で

地
元
で
は
樹
齢
３
５
０

年
以
上
と
伝
わ
っ
て

い
ま
す
。
近
年
、
主
幹

が
空
洞
に
な
り
、
枯
れ

枝
も
目
立
っ
て
い
ま

し
た
が
、平
成　

年（
２

０
０
７
）に
樹
医
や
地

域
住
民
の
手
厚
い
保

護
活
動
に
よ
り
、
樹

勢
を
次
第
に
取
り
戻

し
て
い
ま
す
。 19

昔
の
農
家
住
宅

に
は
イ
モ
ツ
ボ

と
い
う
保
管
場

所
が
ど
こ
の
家

庭
に
も
あ
り
ま

し
た
。
日
浦
家

の
イ
モ
ツ
ボ
は

か
つ
て
蚕
が

食
べ
る
桑
の
葉
を
一
時
保
存
す
る

場
所
で
あ
っ
た
た
め
少
し
広
め
。

現
在
は
芋
の
貯
蔵
庫
と
し
て
使
わ

れ
て
い
ま
す
。

③
イ
モ
ツ
ボ

　
　
（
日
浦
家
）
（
見
学
は
要
予
約
）

④
か
わ
じ
の
湧
水

「
か
わ
じ
の
湧
水
」の
水
温
は
常
時　

℃
。

江
戸
時
代
の
頃
に
は
、こ
の
湧
水
を
使
っ

て
藍
の
染
物
を
し
て
い
た
と
い
う
話
も

残
っ
て
い
ま
す
。
こ
こ
か
ら
見
下
ろ
す

棚
田
や
山
々
の
風
景
は
最
高
で
す
。 14

⑥
渡
り
石

石
垣
を
管
理
す
る
た
め
に
工
夫

さ
れ
た
の
が
渡
り
石
。
石
垣
の

中
間
あ
た
り
に
意
図
的
に
石
垣

の
面
か
ら
は
み
出
し
た
石
を
歩

幅
間
隔
で
入
れ
、
高
い
所
の
草

引
き
な
ど
を
し
て
い
ま
し
た
。

21

11

100

屋
地
の
一
角
に
石
を
囲
い
、
牛
の
糞
に
藁
な

ど
を
漉
き
込
ん
で
発
酵
さ
せ
て
お
い
た
場
所

が
コ
エ
ダ
シ
で
す
。
農
業
機
械
が
な
か
っ
た

時
代
、
牛
が
飼
わ
れ
、
田
起
こ
し
や
荷
物
運

搬
な
ど
に
活
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

⑤
コ
エ
ダ
シ

く　
　

ぼ
　

で
ん

応
永
３
年（
１
３
９
６
）

創
建
と
伝
わ
る
弓
削

神
社
に
は
、
長
さ　

ｍ
、
杉
皮
ぶ
き
の
屋

根
付
き
太
鼓
橋
が
架

か
り
、弓
削
池（
約
１

５
０
０
㎡
）の
参
道
と

成
っ
て
い
ま
す
。
氏

子
は
今
も
毎
日
交
代

で
こ
こ
を
渡
り
、
地

域
の
五
穀
豊
穣
と
家

内
安
全
を
祈
る
「
日

参
り
信
仰
」
を
続
け

て
い
ま
す
。

約25m あった弓削大師堂の松。
昭和53 年、松食い虫被害により伐採
された。（昭和 53 年撮影）

バトンのように受け継がれ
る日参の旗。参拝時に持
参する。

⑦
弓
削
神
社

22

元
禄
年
間
（
１
６
９
０
〜
１
７

０
０
）
石
畳
に
住
み
着
い
た
黒
山
城
主
子
孫
の
久
保
九
兵
衛

が
豪
族
久
保
殿
の
初
代
。
そ
の
子
孫
で
５
代
目
長
太
郎
、
６

代
目
伝
四
郎
春
房
は
、
年
末
の
大
洲
城
下
で
「
久
保
伝
四
郎

金
貸
し
」
と
立
札
し
各
村
々
の
庄
屋
に
金
を
貸
し
付
け
る
大

洲
藩
き
っ
て
の
大
金
持
ち
で
し
た
。
そ
の
生
活
は
、
毎
日
高

岸
村
（
現
伊
予
市
双
海
町
）
か

ら
魚
を
運
ば
せ
庭
園
の
池
に
は

船
を
浮
か
べ
て
三
味
線
を
ひ
き

浄
瑠
璃
を
楽
し
ん
だ
と
伝
わ
り

ま
す
。「
東
の
空
に
カ
ラ
ス
の
鳴

か
な
い
日
は
あ
っ
て
も
久
保
殿
に

三
味
線
の
音
が
鳴
ら
な
い
日
は
な

い
」
と
い
う
話
も
。
現
在
、
屋
敷

跡
に
は
富
士
山
を
模
し
た
石
垣

が
残
っ
て
い
ま
す
。

⑧
久
保
殿
屋
敷
跡

く　
　

ぼ
　

で
ん

久
保
伝
四
郎
の
墓
地
に
あ
る
古
木
の
桜
。

東
の
シ
ダ
レ
ザ
ク
ラ
と
変
わ
ら
な
い

歴
史
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

屋
根
付
太
鼓
橋

牛
の
峰
（
８
９
５・５
ｍ
）

東
集
会
所

日
浦
大
師
堂

コ
エ
ダ
シ（
宮
岡
家
）

久
保
川
の
湧
き
水

至
内
子

町
指
定
天
名
勝

※

見
学
は
要
予
約

※

見
学
は
要
予
約

弓
削
大
師
堂

ゴ
ヨ
ウ
マ
ツ（
髙
藤
家
）

町
天
然
記
念
物

至
上
灘

も
う
一
つ
の
シ
ダ
レ
ザ
ク
ラ

石
畳
ミ
ニ
八
十
八
カ
所

ね
き
歩
き
コ
ー
ス
内
に
は
約　

体
の

お
大
師
様
が
鎮
座
し
て
い
ま
す
。
15

至
中
山
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